木造建築物の応急危険度判定の要点
　被害を受けた家屋の中で、支援者が調査や片付け作業などを行う際に、余震による倒壊などで支援者自身が被害にあうことを避ける必要があります。まだ応急危険度判定が行われていない建物については、下記の応急危険度判定の基準を参考にして、危険な建物には立ち入らないようにしましょう。

　なお、正確な判定のためには、できるだけ判定士による判定や助言を得るようにしましょう。

　応急危険度判定では、調査済み（緑）、要注意（黄）、危険（赤）の３段階で判定されます。下記の項目のいずれかに該当した場合には、「危険（赤）」と判定されます。（原文に若干の加筆をしています。）

　なお、この判定は主として地震を想定して作られているため、津波による被害の場合は、壁の被害等、判定基準をそのまま使用することが難しい場合もあると考えられます。

１．一見して危険と判定される

　1. 建物全体又は一部の崩落・落階
　2. 基礎の著しい破壊、上部構造との著しいずれ

　3. 建築物全体又は一部の著しい傾斜（今にも倒壊しそうな場合等）

　4. その他一見して危険と判定される場合（敷地が崩壊の危険を有している場合等）
２．隣接建築物・周辺地盤及び構造駆体に関する危険度

　①隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険（隣接する建築物が傾いて敷地に倒れ込む危険がある場合、隣接の斜面、がけ等が崩壊していて、敷地に影響を及ぼす危険がある場合等）
　②構造駆体の不同沈下：小屋組の破壊、床全体の沈下（地盤の沈下や構造骨組みの部分的あるいは全体的な損傷により、屋根、小屋、土台等が上下方向に一様でない変形をしている状況）

　③基礎の被害：破壊あり（完全に土台とずれてしまっている場合を含む）
　④建築物の１階の傾斜：1/20超（上下120cmで左右に6cm超傾いている場合）
　⑤壁の被害：落下の危険有り（外壁面全体にわたって大きな亀裂・はく落・破壊が見られ、建築物駆体の損傷が明瞭であるもの）
　⑥腐食・蟻害の有無：著しい断面欠損（無被害の建築物については危険と腐食・蟻害のみで危険と判定する必要はない）
３．落下危険物・転倒危険物に関する危険度

　①瓦：全面的にずれ、破損
　②窓枠・窓ガラス：落下の危険有り
　③外装材　湿式の場合：顕著なひび割れ、剥離
　④外装材　乾式の場合：顕著な目地ずれ、板破壊
　⑤看板・機器類：落下の危険有り
　⑥屋外階段：明瞭な傾斜
　⑦その他（ブロック塀など）の落下・転倒について危険である場合
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